
令和７年度 運営・事業報告                         

岐中社主務：古田 伸二  

１ アップデートする令和７年度を振り返って 

 岐中社では,今年度も，研究主題の「主体的に社会の形成に参画する力を育てる社会科学習」を

基に，「事実に関する認識を獲得する授業」と「価値に関する認識を形成する授業」を明確にしな

がら，県内の社会科の先生方に実践をしていただきました。今年度の全中社大阪大会は，「未来

につながる社会の創造」「問い・探究・参画」をキーワードとしていて，岐中社の研究主題と方向性

は同じだと考えています。この実践を積み上げることが，「ＶＵＣＡ時代」の不安定性，不確実性，

複雑性，曖昧性に対応し，個人内での意思決定や集団での合意形成をする中で多様性な価値を

認め合い，自分たちでよりよい未来を創り出せる力を育成することにつながると感じています。 

今年度は,８月１９日（火）の夏季ゼミナールにおいて，教育課程研究センター教育課程調査官の 

空健太氏をお招きしました。空先生には，『主体的に社会の形成に参画する力を育てる社会科～

主に価値に関する認識を形成する授業，集団における合意を形成する授業』 をテーマとしてご講

演いただきました。見方・考え方を働かせながら互いの考えの差異を理解して尊重すること，個性

的な違いを認めたうえでそれを関係付けていくこと，そのうえで妥当性，効果，実現可能性などを

踏まえて公正に判断していくことなど，主体的に社会の形成に参画するために大切なことを学ぶこ

とができました。 

全国の先進的な動向と県内の先生方の熱心な研究の成果を基にした岐中社の実践を重ね合

わせ，学びの深い夏季ゼミナールとなりました。空先生，県内の先生方,本当にありがとうございま

した。また,岐中社の授業研究委員による実践では，各分野で授業を公開していただきました。ど

の分野も，研究テーマの具現の基,提案性のあるものであり，先生方と活発な議論で学び合うこと

ができました。ありがとうございました。 

 本年度の成果は,以下の２点であると考えています。 

 
（１）「価値に関する認識を形成する授業」の授業モデルの実践と検討 

結論が定まっていない社会にみられる問題の解決に向けて，よりよい社会を実現するために

選択・判断する授業を中心に実践と検討を積み上げた。具体的な事実を根拠にして，社会と自

分とのつながりの中で選択・判断していくことを重視した実践が行われた。教材開発により，授

業者以外の先生も実践できそうなものがあったので，社会科研究第６７号で広めていきたい。 

① 個人における意思決定 

  事実に関する認識を基に個人の考えを構築し，他者と考えを交流しながら社会的事象の背

景にある価値を明確にした。その際，社会的事象に関わる人々の立場に着目し，物事の多様な

側面を捉え，「事実認識」を土台としたうえで「価値認識」が成り立つ展開であった。歴史的分野

では，アイヌ民族たちによる北海道開発の表と裏の社会を象徴する事象の賛否や，よりよい国

づくりのために大切なことをフローチャートに位置付け，選択・判断する授業が展開された。地

理的分野では，自然条件や社会条件に着目して，北海道地方の地域的特色を捉える実践，美

濃市の持続可能性について，相互の共通点や相違点を整理し，意思決定する実践であった。 



 

２ 終わりに 

今年度は，教科研や日常の授業などの県内の先生方の授業実践，全中社大阪大会等を通して 

研究内容の深化を図ること，夏季ゼミナールや授業研究委員会，講演，研修の機会等における内

容の充実を図ること，代議員，授業研究委員，大学等の連携により，各支部における情報の共有

を図ることで，実践や成果をアップデートすることができた。また，今年度は代議員会や公開授業

などをオンライン開催として，「移動時間をなくして少しでも学び合う場を保証したい。」という願い

から，会議や授業参観ができるよう取り組んできた。これに加えて，国や全国の動向，各地区での

実践等を通して，岐中社の研究の見直しや発展に努めることができた。本会が岐阜県の社会科教

育に与える影響は極めて大きいものであると感じている。来年度も，岐中社と各地区の代議員，

研究委員を中心として，授業の実践を積み上げ，県下に発信していくことができるように，連携を

より一層深めていくことが大切だと感じている。 

県教委や岐阜大学，代議員,授業研究員を初めとする岐中社の運営にご協力くださいました皆

様,ご指導していただきました方々に心から感謝申し上げます。 

 また,授業を提供していただいた勤務校の先生方,本当にありがとうございました。今年度,すべ

ての先生方の支えがあって,岐中社の運営ができました。本当にありがとうございました。 

②集団における合意形成 

公民的分野では，個人における価値形成の後に合意形成を図る実践であった。生徒たちは，

他者と考えを交流する際，折り合いをつけながらの自分なりの最適解を導くことができた。下呂

市の人口減少を食い止めるために必要なことは何かを考察し，合意形成を図る実践，美濃市の

人口減少に歯止めをかける予算案を提案するために，改善策を考えながら合意形成を図る実

践であった。その際，多数派の考えに対して共有できる価値は何か，少数派の考えに対して尊

重することができる価値は何かを明確にして，折り合いをつけながら合意形成を図るという主

権者教育にもつながる試みであった。 

これらの実践から,成果と課題を明らかにして，地理，歴史，公民や小中高の接続を意図した

「価値に関する認識を形成する授業モデル」について，今後の岐中社の研究をアップデートして

いきたいと考えている。 

 

（２）岐阜大学や全国の社会科教育との連携 

 今年度は，岐阜大学の須本良夫教授，空健太教育課程調査官からの助言を受け，全国の動向

を踏まえた研究を行った。特に，岐中社の研究内容，実践の方向，夏季ゼミナール等，多くの助言

をいただいた。また，全中社大阪大会に参加し，全国の様々な実践から学ぶ機会を設けた。 

〇夏季ゼミナールより 

・合意形成において，社会的事象を理解し，各人の差異を尊重し，合意が達成されるプロセス 

を分類して評価するための枠組みの整備が必要 

・内容のまとまりが一つの大きな単元としての構造をもつことに留意し，社会的な見方・考え方 

を働かせながら，考察，説明し，理解していく学習過程を踏まえ，成果を評価することが重要 

  ・単元を貫く課題と単位時間の問いの連動性→問いを構造化，評価基準の具体化を図る。 



令和７年度事業報告                  ※全会議ともオンラインでの参加可能  

（１）第１回運営委員会         ４月３０日（水） 14:00 岐阜市教育研究所 南舎１階研修室１ 

 

（２）第１回代議員会          ５月２２日（木） 15:00 オンライン開催 ※役員：岐阜市立青山中学校  

  ・新役員の承認・事業及び会計の報告・事業計画案及び予算案の承認         

  

（３）第１回授業研究委員会      ６月１３日（金） 13:30 岐阜市教育研究所 中舎４階大研修室 

  ・各分野における実践計画や方向性の確認，授業者の決定 

 

（４）北方領土問題に関する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）その他に関わる事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）第２回授業研究委員会       8月１９日（火） 対面＆オンライン開催   ※関市 

【日程】 午前：夏季ゼミ ①講師：教育課程研究センター 空 健太 氏 ②研究説明 ③正進社のテスト作成レク 

午後：授業研究委員会 

【会場】 午前・午後：（ 関市 わかくさ・プラザ ）    

 

（７）授業研究委員会 各分野の計画に従って授業研究会 ９月～１２月（地理，歴史は２回，公民は３回） 

 

（８）全中大阪大会への参加     １１月１３日（木） ～ １４日（金） 大阪府大阪市・堺市 

・予算の範囲内で，運営委委員・授業研究委員（授業者を優先）が視察。 

 

（９）第３回授業研究委員会      １２月１１日（木） 13:30 岐阜市教育研究所 中舎３階大研修室 

  ・各分野の研究実践のまとめ      ・北方領土事業報告 

  ・研究全体のまとめと今後の方向   ・成果刊行物(社会科研究)の原稿検討 

 

（10）第２回運営委員会         １月２１日（水） 14:00 岐阜市教育研究所 南舎１階研修室１ 

 

(11)先進研究視察   ７：兵庫教育大学附属小・中合同研究発表大会 ・予算の範囲内で視察 

（12）第２回代議員会            ２月２０日（金） オンライン開催   ※役員：岐阜市立青山中学校 

・事業報告及び会計中間報告の承認   ・次年度の研究の方向を確認      

・北方領土問題教育者会議（東海北陸ブロック）  7/28(月)7/29(火)   ※大垣クインテッサホテル 
平塚会長，安藤副会長，武藤副会長，古田，宮崎，稲垣，山田，本間，前島，岸，飯沼，伊藤，林，北島，吉村  
 
・北方領土問題を考える東海北陸中学生のつどい 7/28(月)7/29(火) ※大垣市，関ケ原町 
中学生５名 （岐阜市立青山中学校生徒），(岐阜市立陽南中学校生徒) 
H29岐阜→H30西濃→Ｒ１美濃→Ｒ２西濃→Ｒ３飛騨→R4・R5西濃→R6  可児市立中部中学校→R7岐阜  

 
・北方領土問題教育指導者現地研修会 ８/４（月）～８/６（水）…１名（ 分野長：山田雅 ） ※根室 
・北方領土問題全国教育者会議 ２/２１（土），２/２２（日）…１名（ 副主務：宮崎大輔 ） ※東京  
 
・北方領土問題「原点の声」派遣事業：(未定)…R6：岐阜市立青山中学校，本巣市立根尾学園 

・岐阜県社会科課題追究学習作品展の審査員…３名：各分野長（ 山田雅史・本間祐一・前島久恵 ）  
第一次審査：9/１８(木)午後 開催場所：総合教育センター 

 
・岐阜県児童生徒地図作品展第一次審査員 9/16(火)…１年委嘱２名：（主務・副)：古田伸二・宮崎大輔）  
・岐阜県児童生徒地図作品展第二次審査員・・・会長：( 平塚 剛 ) 
 
・名古屋国税局管内国税モニター…２年委嘱：１名：副主務（ 宮﨑大輔 ）  
・岐阜県統計グラフコンクール審査員…３名（R7,R8，R9は依頼ありの予定）：副分野長から３名 
・租税教育推進協議会・・・会長：( 平塚 剛 ) 
・帝国書院 社会科アドバイザー ～R５：勝野 陽介 R6：会長：平塚 剛 R7：会長：( 平塚 剛 ) 


